
讀
者
の
領
分

意注

長
文
及
水
彩
畫
に
無
關
係

の
も
の
は
御
斷
り
。

◎
印
は
編
者

の
答
。
投
書
の
要
點
の
み
を
掲
ぐ

■

ソ

ロ
ソ
ロ

當
欄

に
繪
葉
書
交
換
が

出

て
來
た

が
返
書
を

し
な

い
樣
な

人

は
な

い
で
せ
う
な
○

前
號
み
ど
り
生
の
訳
大
賛
成

(
長
野
、ね

づ
み
）
■

田
舍

に
居
る
と

門
外

一
歩

好
畫
圖

で
あ
る
が

何

故

か
繪

の
具
が

ワ
ツ
ト

マ
ン
に

着
き
が
わ
る

い

呵

々

(
湘
南

山
樵

)
■
前
號
の
景
色
速
寫

法
は
嬉

し
く
拜

見
こ
の
種
の
説
明
を
續

々

御
出
下
さ
い

○
歌

や

俳
句
は
多
く
歡

迎

せ
ら
れ
ぬ
や
う
願

ふ

(
伯
耆
幽
溪

生
)■
從
來
日
本
畫

(
こ
ま

か
き
)
及
圖

案
を
描

い
て
ゐ
ま
し
た
が

將
來

洋
畫

の
研
究
に

弊
害

と
な
り
ま
す

か

夫

と
も

階
梯
と
な
り
ま
す

か

(
青
山

K
生
)
◎
活
用
す
れ
ば
益
に
な
り
ま
す

■
御
交
際

を
望

む

同
時

に

自
筆
繪

葉
書

の
交
換

を
希
望
し
ま
す

未
熟
な
が
ら

屹
度
返
信
し
ま
す

(
下
總

八
日
市
場
笹
井
健

)
■
寫

生
會

は

い
つ
あ

る
の
で
す

(
麻
布

T
生
)
◎
四
月
頃

に
な
り
ま
せ

う

■
1
臨
時
増
刋

の
募
集
畫

は
木
炭

紙
に
畫

き

し
も
の
に
て
も

差
支
な
き

や

2
大
下
先
生

の
東

西
社

の
繪

ハ
ガ
キ
目
録

を

御
示
あ
り
た

し

3
水

彩
畫

に
金

や

銀
を
使

用
し
て
よ
ろ
し
き
や

4
競

技
會

に
は
技
術

、
意
匠
何
れ
か

一
方
に
て
も
出
品

差
支

な
き

や

(
曙
町
默
蛙
生
)
◎
1
差
支
な
し
2

風

景
の
方
は
小
田
原
の
新
年
、
多
摩
川

の
月
、
晩

秋
、
静
物
畫

は
琴
、
柘
榴
、
書
籍
3
前
號
孤
崖

生

へ
の
答
の
通
り
、
4
差

支
な

し
■
水
彩
畫

の
繪
葉

書
及

ス
ケ
ツ
チ
の
交
換

を
願

ふ
答
禮
必
ず

(
福
岡

縣
糟
屋
郡
新
宮
、
荒
木
駒
雄
)
■
風
景
畫
帖

の
印

刷
の
立
派
な
の
に
は
感

服
し
ま
し
た

希
く
は

第

二
集
を
出
さ

れ
ん
事

を

(
京
都
S
S
S
)
■

田
舍

に
居

て
は
教
師

も
な
く

肉
筆
も
見
ら
れ
ず

上
達

の
意
が
な

い

そ
れ
で
繪

葉
書

の
交
換
を
願

つ
た

ら

各
地
か
ら
畫
を
寄
せ
ら
れ
て

中

に
は
立
派
な

作
品

が
あ
る

夫

々

相
當

の
答
禮

を

せ
ね
ば
な
ら

ぬ
爲

め

自
然
奮
發

し
て
單
獨

に
や

つ
て
ゐ
る
よ

り
は
利
益
が
あ
る

乍
併
交
換

に
は

取
り

つ
ぱ
な

し
と

い
ふ

不
徳
義
漢
が
あ
る
が

『
み
づ
ゑ
』
讀
者

に
は
そ
の
や
う
な
人
は
な

い
事
と
信
ず

る
(
松
山

市
松
前
町
三
浦
方
筒
井
藪
唐
坊
)
■
1
眞
野
氏
は

遠
近
法
に
關
す

る

質
問

に
應
答
す

べ
し

と

有
升

が

一
問
の
答
て
有
ま
す

か

又
は

有
る
册
本

に
て

も

有
る
の
で
す
か
2
景
色
寫

生
に

鏡
が
必
用
だ

と
い
い
が
應

用
法
如
何
(
越
中
、
鶯
枝
)
◎

1
御

質
問

の
旨
趣
不
明
瞭

2
凹

鏡
は

實
景
の
細
部
を

模
糊
た
ら
し
む
る
も
の
な
れ
ど

敢
て

必
要
品
と

い
ふ
程
に
あ
ら
ず

■
丸
山
氏

の
歐
米
畫

堂
巡
禮

物
語
を
掲
載
し
て
は

如
何
(
城

西
み
ど
り
生
)
■

1
紙
數

を
増
加
す
る
は

賛
成
な
れ
ど

不
體
裁
に

な
ら
ぬ
や
う
に

2
注
文
は
小
爲
換

に
て

よ
ろ
し

き

や
(
美
濃

大
原
生
)
◎
1
紙
質
は

是
迄
通
り

の

つ
も
り
2
小
爲
換

に
て
も

銀
行
爲
換

に
て
も

差

支
な
し
■
1

増
刋

に
出
す
畫
稿

は
靜

物
寫

生

に

て
も
可
な

る
や

2
作
品
は
小
包
の
他
に

送

る
道

な
き
や

3

コ
バ
ル
ト
と

コ
バ
ル
ト
ブ

ル
ー
と
は

同

一
物
な
り

や
(
陸
前
K
、
Y
生

)◎

1
靜
物
に
て

も
可

2

四
種
郵
便
に
て
も

可
な
り
3
同

一
な
り

コ
バ
ル
ト
ブ

ル
ー
ス
カ
イ
は

別
な

り

■
讀

者
諸

君
の
う
ち

に

美
術
新
報
の

古
本
を
不
用
な
方
が

あ
れ
ば

相
當

の
品

と
交
換
又
は

御
譲

り
を
希

ひ

ま
す
次
に

エ
ハ
ガ
キ
交
換
も
願

ひ
ま
す

(
石
見
濱

田中
學
寄
宿
舍
後
藤
孤
崖
)

彩
光
會

舊パ

シ
フ

ィ
ッ
ク
會

『
み
づ
ゑ
』
第
六
に
掲
載

せ
ら
れ
た

る
、
本
會
は

、

會
員
左
の
如
く
、
増
加
し
た
り

、
即
ち
、
林
博

、

濱
田
文
太

郎
、
長
谷
友
次
郎

、
徳
永

三
都
夫
、
高

橋
廣

一
、
村
田
俊
吉
六
名
に
し
て
、
總
會
員
數

十

三
名

な

り

。

第
壹

回
展
覽
會
　
十

一
月

第

二
土
曜
日
に

開
會

出
品
繪
畫
三

十
二
點

投
票

の
結
果
　武
田
筆
鎭
守

壹
等

に
當
撰
し
た
り
而
し
て
本
會
名
稍

を

『
彩
光

會

と
改
め
た
り
右
繪
畫

は
雜

誌
に
綴
り

『
パ
シ
フ

ィ
ツ

ク
』
と
名

け

た

り

第
貳

回
展
覽

會
　
十

二
月

第

二
土
曜
日
に
開
會
、

出品
繪
畫

二
十
四
點

投
票
の
結

果
　宮

田
筆
磯
邊

の
朝
壹
等

に
當
撰
せ
り

右
繪
畫

は
例
に

よ
り
雜

誌
に
綴
り
之

に
『
冬
枯
』
と
名
稍

を
下

せ
り

第
參
回

展
覽

會

　

一
月

二
十
日

開
會
出
品
數

四

十

八
點
、
壹
等
は
川
原
筆
激
浪
　右
雜

誌
は
體

裁

を
改
め
『
若
水
』
と
稍
す

第

四
回
展
覽

會
　

二
月
十
日
開
會
、
出
品
數

二
十

九
點
　當

選
繪
は
壹

等
　河
原
筆

多
摩
川

の
夕
終

つ

て
繪

葉
書
即
席
製
造
交
換
を
な
し
て

散
會

せ
り

(彩
光
會
委
員
報
告
)


